
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

凍城　要

サラマンダー
サラマンダー

レネゲイドビーイングC

16

感染

天涯孤独

飢餓

家族の再獲得と再喪失

高校生

女

33

目に見えない大切な物

4
0
2
2

0
0
1
0

0
1
0
0

4
1
3
2

31
5
5
10
20

1 1
1 1

UGN 1

トーチフラッグ 白兵 4r 3 7

0 0

変異種
矢神　秀人（やがみ　ひでと）

疑似家族
皆堂 量真

綾瀬 真花　共感/〇苛立ち
鳥辺野　葬

モナーストン

懐旧
好奇心
幸福感
信用
共感

ヤベー
〇マジで先生じゃん

不安
無関心
隔意

〇ドン引き
〇苛立ち
キス魔かコイツ？
コイツ保護者か？

ウェポンケース

4 3

ワーディング

リザレクト

ヒューマンズネイバー

オリジン:レジェンド

CRサラマンダー

Dコキュートス

粉砕結合

先陣の火

灼熱の砦

プラズマカノン

ストレンジフェイズ

トーチフラッグ

凍結保存

熱感知知覚

自動体温

★

0

1

1

2

2

1
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5

5

1

2

1

1

1

-

1d10

2

2

4

4

2

3

4

-

-

-

オート

気絶時

常時

ﾏｲﾅ-

ﾏｲﾅ-

MJ

MJ

ｾｯﾄUP

MJ

MJ

視界

-

視界

視界

シーン

自身

ｼｰﾝ選択

自身

単体

自動

自動

-

↓100

-

-

-

-

-

-

100

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

衝動判定ダイス+LV個

シーン中【精神】達成値＋[Lv*2]

[Lv*3]点のシーン攻撃。

装甲無視、ダイス+Lv個

シーン1回。行動値+[Lv*5]

移動禁止。ダメ＋[Lv*3]。デモンズシード

ダメージ+[Lv*5]

RC攻撃ダイス＋3個（購入アイテム）

先陣の火使用でシーン中、攻撃ダイス+2、ダメージ+3

「仕方ないだろ？じゃないと胸の薔薇がうるさいんだよ。」

年の割に冷めた女子高生エージェント。
学校生活を送りつつ、覚醒の兆候がある者の保護や、RG関連事件の一時対処を使命とする。

UGNに所属したきっかけはいささか複雑だ。
幼い頃、RG関連事件で両親を失い保護されるも、その後も心神喪失状態が続いた。
記憶処置を施されたのちUGN職員による偽装家族の元で娘として育てられた。
それ以降、数年にわたり実の家族のように良好な関係を築いてきた。
中学2年の頃、再びFHによる学生拉致事件に巻き込まれた際にオーヴァードとして覚醒した。

能力に覚醒したことで記憶処理が溶け、本当の両親の死について思い出した。
現在もUGN職員とは同居生活を続けているが、以前のような会話はなく、
両親役のUGN職員も様々なアプローチを試みるが、3人の間の氷の壁を溶かせずにいる。
打ち込んでいた部活も退部、退屈な学校生活を送っている。

能力は温度の奪取による粉砕氷結。第一世代に多く見られたオーソドックスなサラマンダー能力だ。
しかし、覚醒して一か月くらいしてから、胸元から「ガラスドームに保護された赤い薔薇」が生えてきたとUGNに面倒そうに申告してきた。
様々な調査の結果、共生型と判定。
胸の赤い薔薇に関しては本人以外に知覚はできず、曰く「説教臭い煩い女」とのこと。
コードネームは2人を保護したUGN職員のチルドレン時代のコードネームをそのまま譲り受けた。
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